薫の系譜 by 藤原, 勝巳
比類なき栄光の裡に、
無類の苦悶を湛えて、
光が雲隠れた後の
物語の空間においては、
それが無明の世界であるゆえに、
「おぼ
つかな誰に問はまし かにしてはじめもはても知らぬわが身ぞ」の詠歌に込められた、
己が出生への懐疑、
ひいては今生への厭離
の情を抱いて、
御仏の遵に誘われてゆく庶大将の放つ芳香は、
極
端なまでに讃美され、
咎められることになる。
＾楊面①——薫のこの世のものならぬ芳香ー＞
香のかうばしさぞ、
この世の匂ひならず、
あやしきまで、
うちふるまひたまへるあたり、
遠く隔たるほどの追風もまこ
とに百歩の外もかをりぬべき心地しける。・・・・・・中略・・・・・・かくかたはなる
まで
うち忍ぴ立ち寄らむ物の隈もしるきほのめき
の隠れあるまじきにうるさが て、
をさをさ取りもつけたま
はねど、
あまたの御唐櫃に埋もれたる香の香どもも、
この君
庄ー
のはいふよしもなき匂ひを加ヘ・・・・・・（匂宮・ニ0頁）
はじめに
薫
の
系
譜
闇の中に一筋の光明を見出だそうとする登場人物達
が、
苦悩し
ながら織り成す宇治の物語の基調である宗教
性、
あるいは超俗性
庄2
を反映して、
生得の異香を具備する窯大将は、
古注釈の時代以来、
仏や菩藷、
聖徳太子等の属性を身にまと
う、
超現実的な存在を固
持してきた。
しかし、
古代的な物語の枠組みを持つ第一部の物語
に比しても、
極めて現実的・近代的な色彩の濃い第三部の物語世
壮3
界にあっては、
その芳香が超現実的であればこそ、
宣長以降、
逆
に様々な疑問を読み手に抱かしめることにもなっている。
例えば福嶋昭治氏の表明された疑問 一、「この体臭は窯中将
の生来のものではなかった」とい
う点については、
確かに柏木巻
の窯が五十日の祝を迎える場面にお ても、
横笛巻で源氏が
「い
とねじけたる色好みかな」．と薫を評する場面においても、
一切そ
の体香に関する語りが見られないことが根拠とされ
疑問の一一、
「香と人物像とは…中略：・（以下の巻々では）・・・重要な関わりを
辻5
持つものになっていない」という点 つ も
諸氏の印象に符
合するものであって、
今もし薫大将のこの芳香が、
匂宮巻以前に
藤
原
勝
巳
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恩
う
。
註6仏教の伝来により仏前で香を焚く骰式が伝わ
り、
我が国にも香
木が輸入されて、
仏前に供される名香や、
法服に焚きしめられる
衣香が普及すると、
複数の香木を調合して作る蕉物が持て囃され、
空黛物として貨人の室内にくゆ
り、
扇や衣服に個性的な匂いを染
みこませた。
とは言え、
香木は金銀にもまさる宝物であ
り、
香木
をあまた所持するということは
そのまま
地位ゃ富の象徴なので
あった。
社7
薫物の方（調合方法）は、
例えば十一世紀成立の「庶集類抄」
に載る通り・人によって異なり、
家々で秘伝とされ
、
一族に秘法
として伝えられるのであ た。
闇に紛れて忍ぴ寄る男君の追風の
薫（たきもの）
の系譜ー
物語られた部分においても、
以後の巻々においても、
読み手に訴
える現実的な意味を持たな
いとするならば、
例えばその虚構化の
稚拙を指摘して偽作説 唱えるより前に
、従
来の解釈が持ち得な
かった視座からのアプローチの可能性を追求すべきではないかと
宇治の物語全体のテーマから匂宮巻の薫大将の芳香の意義を読
み取ることは、
既に充分になされていると言ってよい。
しかし、
第二部と第三部との接点となろうはずの、
この
巻自体の性格を反
映させる
という読みの上では、
未だ明解な解釈を見ないからであ
る
。
●
ヽ
香りで女は男の身分、
ひいては名前までも推定できたわけである。
「薫集類抄」に載る香の名手には、
滋宰相（貞主）
．閑院左大
臣（冬嗣）
・八条宮（本康親王）等がいて＞＇仁明期に―つの薫物
隆盛の時期があり、
東三条院（詮子）
・小一条皇后・公任等がい
て、
源氏物語が
成立した時代に、
もう―つ
の薫物隆盛の時期が
あったのがわかる
。
梅枝巻のあの雅ぴと風情を極める黛物合の湯
面を思わせる状況が、
紫式部の生きた時代、
現に存在したのであ
る
。源氏物語内部の窯物に関する研究の成果としては、
宮川葉子氏
to il に「源氏物語「梅枝巻
」の窯物について」があり、
尾崎左永子氏
ュ"に
E源氏の蕉り」があって、
種類・調合方法の説明から、
各場面
にくゆる黛物の香りに込められた登場人物の心情・心理の読み取りなど、
女性らし
い練細な読みに裏打ちされた成果が既に世に出
ている。
そして今、
これらの成果を踏まえながら
、つ
まり
具体的
な―つひとつの薫物が 語の中で担ってい 役割等に関する考究は＿一氏の論考 譲るとして、
窯物の秘法が一族に脈々と受け継が
れて行くという、
或る種の流れのよ
うなものに浩目し、
物語の構
想にま
でも関わってゆくような、
いささか試論めいたものをここ
に述ぺたいと思う。
例えば以下の一―つの場面についても、
対比ではなくて、「流れ」
を意識して読んでみたいのである。
A場面②——藤の宴、
右大臣家の寝殿にくゆる黛物ー＞
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・・・そらだきものいとけぶたうくゆり
て、
衣のおとなひいと
はなやかにふるまひなして、
心にくく奥まりたるけはひは立
ちおくれ、
今めかしきことを好みたるわたりにて
．．． 
（花宴•四三五頁）
＾場面③ーー持仏開眼供蓑、
女三宮の部屋にくゆる庶物ー＞
宮のおはします西の廂にのぞきたまへれば、
狭き心地する
仮の御しつらひに、
ところせく暑げなるまで、
ことごとしく
装束きたる女房五六十人ばかり集ひた
り。
北の廂の簑子まで
童べなどはさまよふ。
火取りどもあまたして、
けぶたきまで
あふぎ散らせば、
さし寄り
たま
ひて、「空に焚く
は、
いづく
の煙ぞと思ひわかれぬこそよけれ。富士の嶺よりもけにくゆり満ち出でたるは、
本意なきわざなり。講説のをりは、
おほ
かたの嗚りをしづめて
のどかにものの心も岡きわくべきこ
となれば、
憚りなき衣の音なひ人のけはひはしづめてなんよ
かるべき」など、
例はもの深からぬ若人どもの用意教へたま
ふ。
宮は、
人気に圧されたまひて、
いと小さくをかしげにて
ひれ臥したまへり。「若君らうがはしか
らむ、
抱き隠したて
まつれ」などのたまふ （鈴虫・三六三頁）
場面②は、
花の宴の夜、
藤壷に逢えぬ悶々とした心情を酔いに
紛らせて宮中を祐復う源氏が、
細殿で扇を交わした女（朧月夜の
君）と後日再会する場となる右大臣家の寝殿の有様を語っており、楊面③は、
苦悩の果てに仏の道を選んだ女三宮の持仏開眼供性の
場で、
源氏が彼女の部屋の薫物の淡すぎる点な
ど、
その用意なさ
を批判する場面を語っているが、
尾崎氏は、
この隔たる二つの場
it12 
而を「対照的」と捉え、
場面②の薫物のくゆらせ方に右大臣家の
人々の性格を見、
場面③に源氏の言業を借りて語られる平安時代
の理想的な薫物のくゆらせ方 見ておられるが、
私は寧ろこの二
つの場面の間に確かに存在する流れに留意したい。
つまり「はな
やか」で「憚りなき衣の音なひ」にも窺い得るように、
どこまで
も仰々しく振る舞うのが右大臣家
の作
法なの
であり、
森物を深く
濃くくゆらせる が右大臣家の人々の方（香における作法）なのであると。
そこに右大臣家の「薫（たさもの）の系諾」が読み取
れるのではないかと。
薫（たきもの）
の系譜I
薫大将の芳香は、
百歩の森衣香に擬されているが、
この庶衣香
a13 
に関しては
R栄花物語」の以下の語りが気になる。
今の世に見え聞ゆる香にはあ
らで、「げにこれをや、
古の
薫衣香などいひて、
世にめでたきものにいひけんは、
この庶
にゃ」とまで、
おしかへし珍しうおぽさる。
（巻ニ・五二六頁）
庄＂
つまり蕉衣香という名の蕉物がこの時代には現存しなかったと
いうこと、
源氏物語の雅ぴを醸す「黒
方」・
「侍従」
・「
梅
花」
・
「荷薬」の諸香がこの時代の香の名手によって調合されて
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いるの
に、『窯集類抄
j
の「薫衣香」の部を見ても、
この薫物の
註lS
調合法を伝える人がこの時代にはいないということである。仁明期の名手違が好んで調合したとおぼしきこの薫物の名を
、作
者紫
式部が頻繁に用いているところに、
この物語の虚構の完成度は窺
えるという点、
その象徴性は他の薫物に比してかなり強いという
点に留意しておきた 。
＇
現存せぬがゆえに一際妖しい香りを放つことになるこの黛物の
名を物語の内に追い求めて行くと、
明らかな源泉を持ちながらも、
見え隠れするため 一見途絶えるかに見え
が、
やはり脈々と息
づいているその系躇の存在に気がつく
u,
9
A場面④ーーよ団ホ帝に入内する前斎宮に賠られる蒸衣 ー—.V
院はいと口惜しく思しめせど、
人わろければ、
御消息など
絶えにたるを、
その日になりて、
えならぬ御よそひども、
御
櫛の箱、
うちみだりの箱、，香壷の宮ども世の常ならず、
くさ
ぐさの御薫物ども、
薫衣香、
またなきさまに、
百歩の外を多
く過ぎ匂ふまで、
心こ
とにととのへさせたまへり。
大臣見た
まひもせ
んにと、
かねてよりや恩し設けけむ、，いとわざとが
（絵合・三五九
頁）
ましかむめり
藤壺中宮と源氏の熱心な後押しによって六条御息所の遺女が冷
泉帝の後宮に入内する時、
かねてより思いを寄せていた朱雀院は、
背後の源氏の存在を意識しながら贅を尽くした贈り物 するが
、
その中で注目を集めるのが黛衣香である
。
A場面⑥—|朱雀院、
女三宮の裳着をいそぐ
l>
A場面
⑤ーー窯
物合で明石上がくゆらす蒸衣香
l>
冬の御方にも、
時々によれる匂ひの定まれる
に、
消たれん
もあいなしと思して，、
薫衣香の方のすぐれたる
は、
前の朱雀
院のを（今の朱雀院が）うつさせたまひて、
公忠朝臣の
9
こ
とに仕うまつれりし百歩の方など思ひえて、
世に似ずなまめ
かしさをと
り集めたる、・・・
（梅枝•四0一頁
）
明石姫君の裳浩の儀式を直後に控えて、•生ける御仏の国を具
現
する六条院世界の調和を象徴する黛物合が企画され、
判者の蛍兵
部卿宮によって、
紫上の梅花（春）、花散里の荷莱（夏）、
源氏の
侍従（秋）、
植斎院の黒方（冬・通年）が絶賛される。
四季を代
註”
表する薫物が出揃った末に、
母親の地位を紫上に譲ったかたちの
明石上が自己の存在を誇示しようと合わせた薫物が薫衣香なのであった
。
揚面④・⑤を蒸物の伝流という観点からみれ
ば、
そこにその源
泉としての朱雀院の存在がはっきりと見えてくると同時
に、
先の
項で述べた右大臣家の黛物の方
と合
わせて考えてみると、「百歩
の外」にまで香るこの薫衣香こそ、
この
，一族の薫物の中心的存在
であると思えてならない。
そして、
このような読みが可能だとす
れば、
これまで断片的にしか扱われることのなかった蕉衣香が
、
実は或る種の脈絡を以て物語内部にちりばめられてい
ると理解さ
れるのであ
。
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西山なる御寺造りはてて
、移
ろはせたまはんほどの御いそ
ぎをせさせたまふにそへて、
またこの宮の裳着のことを思し
いそがせたまふ。院の内にやむごとなく思す御宝物御調度どもをばさらにもいはず、
はかなき御遊ぴ物ま
で、
すこしゅゑ
あるかぎりをば、
ただこの御方にと渡したてまつらせたまひ
て
．．． 
（若菜上・―二頁）
明石姫君の裳着に際して、
源氏が六条院の御方々や前斎院にま
で薫物の調合を依頼したという事実を踏まえてこの楊面を読む時、例えば「御宝物」の中に朱雀院の秘伝の薫衣香があったとする想像は許されまいか。
．
A場面⑦ーー女一＿一宮降嫁、
朱雀院から贈られる調度類ー＞
内裏に参りたまふ入の作法をまねぴて、
かの院より
も御調
（若菜上・五五頁）
度など運ばる。
また、「内裏に参りたまふ人」を秋好中宮と煎ねて読む
時、
や
はりその「御調度など」の中に朱雀院の窯衣香があったとする読みは不可能であろうか。
＾楊面⑧—|女三宮の持仏開眼供養で焚かれる名香ー＞
夜の御帳の帷子を四而ながらあげて、背後の方に法華の曼
陀羅懸けたてまつりて、．銀の花瓶に高くことごとしき花の色をととのへて奉れり。名香には唐 百歩の衣香を焚きたまへ
（鈴虫・1-Hハ一頁）
り。
事実、
場面⑧には「百歩の衣香」の名が見
え、
六条院において
行い澄ますことの難しさを慮る朱雀院は、
娘に譲渡した三条宮へ
の移転を勧めるのであったが、
源氏はこれを許そうとせぬまま、
彼女 宝物や財産のみを宮に移した。朱雀院の薫衣香は、女三宮の降嫁とともに六条院に入り、
源氏亡き後は三条院の仏間にくゆ
ることになったという可能性が充分 あると思われる。
場面⑤の語りによれば、
実在する朱雀天皇をモデルとする朱雀
a" 
院は、
香の
名手として存在する「先の朱雀院」、
つまり宇多天皇
の薫衣香の方を伝えており、
これが娘の女三宮に継承され、
その
浄罪 勤行の場にくゆるという薫の系譜
が、
仄かにではあっても、
物語の流れの中に確かに織り込まれていると読み得る である。
薫（かおる）
の系譜
A場面⑨——落葉宮邸訪問の後、
衣服を替える夕霧ー＞
まだ朝霧もはれず、
ましてかしこにはいかにと思しやる。
「例ならぬ御歩きありけり」と人々はささめく。
しばしうち
休みたまひて、
御衣脱ぎかへたまふ。常に夏冬と
いときよら
にしおき へれば、
香の御居櫃より取う出て奉りたまふ。
御粥などまゐりて、
御前に参りたまふ。
（夕霧•四00頁）
霧深い小野の山荘を訪れ、
柏木に後事を遺託された落葉宮に迫
り拒否された夕霧は、
帰京してすぐに六条院東の町において渚替
えをする。落葉宮は朱雀院の女二宮であり、
やはり小野の山荘に
おいてその芳香を特徴的に漂わせる存在 る。溺れた衣を箔替
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えるという意味合いのほかに、
これから源氏の御前に参上するこ
とを前提 して、
落葉宮の移り香が染み込んでいるはずの装束を
脱ぎ去り、
夕霧本来の「まめ人」を装おうとする意図が窺えはし
まいか。
夕霧の四季の装束を調え、「香
の御岩授」にしまっていたのは、
少女巻以降、
夕霧の養母的役割を勤める花散里であった。物語の
内にあって男達の衣服に香を焚きしめるのは、
常にその母であり
要なので た。真木柱巻で玉茎に通う勲黒大将の装束に香を焚きしめる北方のこと、
若菜巻で降嫁した女三宮に通う源氏の装束
註18
に香を焚きしめる紫上のこと、
仁明朝の蒸物の名手、
八条式部卿
宮（
本康親王）に擬される式部卿宮を父とする二人の薫物の方が、
血脈上類似し
たであろう可能性の追求は今おくとして、
二人の女
性が夫の衣服 焚きしめる香
に、
ただならぬ情念的なものが込め
られているという点に留意したい。深く焚きしめら
れる薫りには、
女性の秘めた思いが込めあれてい のであると。
右大臣の四君を母とし、
朱雀院の女二宮を妻とする柏木の衣服
には、
あの深く溢くくゆらす方の蕉物の香が染みついていたはず
であり、
朱雀院の薫物の方の正統を受け継ぐ女三宮と彼との背徳
の結ぴつきが
ゆかりある香り
と香りとのあわいに象徴されると
いう読みが可能であるとすれば、
二人の間に生まれた不義の子の
薫大将の芳香 、
場面①において、「かたはなるまで」（体裁が悪
いほど）と評される必然を読み取ること できる。
右大臣家の蕉物の方の中心的存在である「百歩の蕉衣香」の香
りを匂宮巻の冒頭において薫大将に集約し、
読者にその出生の秘
密をほのめかそうとする作者の鹿された意図が見えて来る時、
場
面①の薫大将の特異な芳香
の描写が正福世界と統編世界とを繋ぐ
重要な役目 担っているものと納得されるのである。
A場面⑩ーー蕉、
出生の秘密を知る弁と対面
l>
よりゐたまへるを、
几帳のそばより見れば、
曙のやうやう
ものの色分かるるに、
げにやっしたまへると見ゆる狩衣姿の
いと濡れしめりた ほど
うたて
この世のほかの匂ひにやと、
あやしきまで薫り満ちたり。
この老人はうち泣きぬ。
（橋姫·一三六頁）
-]十二歳の晩秋、
八宮不在の山荘を訪れた薫は、
月下に弾琴す
る大君の姿を垣問
見、
彼女に交誼を申し出るが、
その熱心さゆえ
に拒まれ、
避けられて、「老
人」の弁と語ることになる。簾越し
の対面であったはずが、
弁を
「几帳のそばより見」るという不躾
な行為に駆り立て ものは何であったの
か。
この都から宇治へ通
う奇特な貨公子が柏木の息子であろう
ことは、
既に彼女には知れ
ていたであろうが、
この場面の語りは、
薫の「この世のほかの匂
ひ」によってこそ、
弁を泣かしめているのである。柏木の乳母子
として身近に伺候していた彼女にとって意味を持つのは、
仏性の
象徴 の香りではなく
柏木が身につけていた匂いに通う，
薫の現実的な体香 違いない。窯物の力の奇妙な流れとこれにま
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つわる宿縁のドラマが、
もう涙もろくな
っている老女の泣き方と
しては意外な了うち泣」く行為を誘発するのである。
A場面⑪——垣間見する浮舟の女房達の薫評ー＞
「経などを読みて、
功徳のすぐれたることあめるにも、
香
のかうばしきをやむごと
なきことに、
仏のたまひおきけるも
ことわりなりや。薬王品などにとりわきてのたまへる牛頭栴檀とかや、
おどろおどろしきものの名なれど、
まづかの殿の
近くふるまひたまへ
ば、
仏はまことしたまひけり
とこそお
ぽゆれ。幼くおはしけるより、行ひもいみじくしたまひければよ」などい もあり。
（東屋•四九頁）
左近少将との結婚が破談となり、
中君のもとに浮舟を託しに来
訪した母中将君は、
匂宮の留守に中君を訪問した黛の容姿を絶賛
するが、
場面⑪は、
その女房による薫評である。窯の特異な体香
註19
を仏の属性と見る従来説が注目するのは
「薬王品」以下の語りの
部分だが、
彼の芳香の現実的な意味を模索する本稿では、
「幼く
おはしけるより」以下の語りに留意したい。
つまり、
幼少の蒸は、
いったい何処で、
何を理由として「行ひもいみじくし」たのかと
いうことに。
自ら犯した罪の意識と、
光源氏の恋慕と冷徹とが混濁する情愛
とに苦しみ、
出家した女――一宮の持仏開眼供養
の折
り、
源氏
は「若
君らうがは からむ、
抱き隠したてまつれ」と言った（場面③）
が、
あの「若君」こそ幼い蕉であった。源氏が死ん
で、
冷泉院に
一族の内に、
その血脈と等しく継承されてゆく薫物の方の伝流
という視座から、
薫衣香の源泉を朱雀院に置
き、
柏木と女三宮と
註”
の密通によって薫に集約される流れを捉えて、
これに薫の出生の
秘密をほのめかす作者の意図を読み取
った。
蕉の特異な芳香が、
その語られぬ生 立ちを象徴するものであろうことも。
．．
今この試論を以て、
あの
梅枝巻の薫物合の場面を読み直してみ
る時、
それが、
例え頃三田村雅子氏の言にあるが如き「光源氏の
「合せ」という企画」による「『調和」の本質を象徴するもの」
とは言い難いことが、
改めて納得される。
‘
註2
嘗て玉上琢禰氏は、
紫上の呼称の変化を指摘して、
そこに女三
おわりに
養育されることになるまで、
薫は母女三宮とともに彼女の
「西の
廂」の仏間に成長したのではなかったか。無念の死を遂げた柏木を悼む思いと、
自らの救済を求める女三宮の気持ちが強ければ強
いほど、
仏前で濃くも深くも焚きしめられる香は、
父朱雀院より
伝来した百歩の薫衣香であった
可能性がある。浄罪の勤行に専念
する母
息子は無心でその傍らにいる。
出生の秘密も母の出家の
真意をも知るよしのない幼児には、
経を唱える母の声と、
薫衣香
の香りとが染み入って来るばかりであったのか・・・・・・。窯が具備する異香は、
正編世界の最後で語られることのなかった背徳の母子
の物語を象徴するものと言い得るのではあるまいか。
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宮 降 嫁 の 構 想 の 培 緒 が あ る と 論 じ ら れ た が 、
薫 物 の 方 の 伝 流 と い
う 視 座 か ら も 、
明 石 上 に よ っ て 合 せ ら れ た 窯 衣 香 が 、
女 三 宮 の 降
嫁 に よ る 六 条 院 世 界 の 凋 落 と 不 義 の 子 薫 の 誕 生 を ほ の め か す 、
悪
し き 予 兆 と し て 、
六 条 院 の 邸 内 に く ゆ る と い
う、
極 め て 象 徴 的 な
ド ラ マ を 読 み 取 る こ と が で き る 。
そ し て 、 「 百 歩 の 庶 衣 香 」 と い
う も の が 、
当 時 既 に 存 在 す る こ と の な か っ た 薫 物 で あ っ た と 思 わ
れ る と こ ろ に 、
作 者 紫 式 部 の 侵 れ た 物 語 る 能 力 を 感 じ る の で あ る 。
註 1
小 学 館 日 本 古 典 文 学 全 集 を 底 本 と し た 。
註 2
全集の頭注は「「明星抄」は、『大品経
j
巻 二 十 七 に よ っ て 仏 ・ 菩 薩
の 身 に 具 足 す る 八 十 種 の 好 相 の う ち 毛 礼 か ら 香 気 を 出 す こ と 、
口 か ら
無 上 の 香 を 出 す こ と を 例 示 す る 。
堅 徳 太 子 に も 幼 時 異 香 が あ っ た と の
伝 が あ る 。 」 と す る 。
註3
r玉の小櫛」に
「香のかうぱしさぞH々此事いとうたがはし、
其 故
は、
大 か た 人 身 に 、
おのづからのかうばしき香は、
な き 物 な る に 、
か
く い へ る は 、 作 り こ と め き た り 、
此物語は、
さ る あ や し き 、
つ く り 事
め き た る こ と は か » ず 、
み な 世 に あ る さ ま の 事
なるに、
此 事 の あ や し
きは、
い か な る こ と に か 」 （ 「 本 居 宣 長 全 梨 ] 第 七 巻 ・ 昭 和 2 年 1 月 10
日 ） と あ る 。
註 4
「講座源氏物語の世界』（有斐閣・昭和57年5月25日）第七集所収
の「匂宮と庶中将」。
二 四 四 頁 に 疑 問 の 一 が 、
二四七頁に疑問の二が
表 明 さ れ て い る 。
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註 5
例えば註4の「謡座源氏物語の世界
j
第 七 集 に 所 収 の 「 物 語 の 語 り
手
」
の 中 で 、
高 橋 亨 氏 は 「 そ の 道 心 の 心 高 さ は 、
絞 く 叙 述 に お い て は
「 香 の か う ば し さ 」 の 特 異 体 質 と し て 、 引 き 歌 の 美 文 に よ り 、
奇 妙 な
違 和 感 を 残 し な が ら も 「 読 者 」 に 強 制 的 に 与 え ら れ て し ま う 。 」 （ 三
l
一王貝）と述ぺておられる。
註 6
香の伝来と展開とについては、「香道」(-ー一条西公正・淡交社・昭和
52 年 ） 『 日 本 の 美 術
j
第 二 七 六 号 「 香 道 具 」 （ 至 文 堂 ・ 昭 和 64 年 5 月 15
日 ） 、 「 源 氏 の 照 り J
( 尾 崎 左 永 子 ・ 求 龍 堂 ・ 昭 和 61 年 8 月 25 日 ） 、 「 源
氏 物 語 請 座 7
美 の 世 界
雅 ぴ の 継 承 」 （ 勉 誠 社 ・ 平 成 4 年 12 月 15 日 ）
等 を 参 考 に し た 。
．
註7
「 新 校 禁 昏 類 従 」 第 十 五 巻 （ 昭 和 4 年 7 月 15 日 ） 所 収 。 平 安 末 期 の
歌 人 ｛ 叔 迷 筆 。
註 8
例えば尾崎左永子氏は、「蕉集類抄」に戟る薫物の
名 手 達 の 中 に 、
滋野貞主から娘縄子へ｀
縄 子 か ら 息 子 八 条 式 部 卿 宮 へ の 伝 方 の 可 能 性
や 、
貞 主 の 血 を 引 く 滋 野 直 子 か ら 八 条 式 部 卿 宮 へ の 伝 方 の 可 能 性 を 論
じ て お ら れ る 。 「 源 氏 の 窯
り 」
・ 一 八 九 頁 「 承 和 の 御 い ま し
め」に詳
し
い
。
註 9
従 来 の 準 拠 説 に よ れ ば 、
物 語 の 枠 組 み と し て の 時 代 背 棗 と し て 、
酸
醐 ・ 村 上 の 型 帝 時 代 が 想 定 さ れ て い る が 、
こ と 蕉 物 に 関 し て は 、
梅 枝
巻 の 薫 物 合 の 場 面 に 顕 著 な よ う に 、
仁 明 期 、 問 ち 承 和 と い う 時 代 を 意
識する必要がありそうである。今後の課題としたいf
註 10
「斉山語文
」
第十三号（昭和58年3月10日）所収。
註 11
註 6 参 照 。
註 12
「 源 氏 の 蕉 り 」
・ 六 三 頁 「 空 薫 物
」
に 詳 し い 。
•註13
，本文は「栄華物語全注釈（二）」（角川書店'•昭和46年5月10日）に
よ
っ
た。
註14
尾崎氏は「源氏の庶り」の中で「「薫衣香
j
はむLろ古いタイプで
あり、
唐直粕入の姿をとどめていたのだろうと思います。
しかし、
六
種の薫物のようにいわば芸術的な香りというか、
個人の香りとしての
高級指向をもつもの 比ぺると、
もっと生活的な、
巽族たちの誰もが
たくさん作ってたくさんつかったものだったのではないでしょうか。」
（一八0頁）とされるが、
今
f栄華物話」のこの記述を以て異論を唱
えたい。
註15
「薫集類抄
j
の「薫衣香」の部には、
八条式部孵宮（本康親王）の
名が見え、「承和百歩香」 名手に匹条大納言（源定）の名が見える。
註16
明石上が何故朱雀院の煎衣香、
それも公忠の工夫を懲らした煎衣香
の方を知っていたのか。疑問の残るところであるが、
承和という枠組
みを痙ねることで何等かの解答を得るこ が出来る ではないかと考えている。
やはり今後の課題としたい。
註17
「蕉集類抄」の「侍従」
・「黒方」の部にその名が見える。
註18
「花鳥余情」は、
紫上の父式部卿宮のモデルを八条式部孵とする。
註19
『源氏物語事典j（學燈社・昭和64年10月10日）所収「源氏物語
巻々事典」の「匂宮」の部（四七頁）に詳しい
註20
蕉に継承される蕉衣香の流れに対して、
紫上から匂宮に受け継がれ
る、
梅花の流れの在ることは、
既に諸氏によって指摘がなされている。
「講座源氏物語の世界」第六集に所収の、「梅花の美」（三田村雅子氏）に詳しい。
·,‘
註21
註20の「梅花の美」の文言（二頁）を引用した。
註22
「評釈源氏物語』梅枝巻の「六条の院物語の構想」
(--l
＝二頁）に
詳しい。
',
〈付記〉本栢は、平成五年七月四日の岡山大学言語国語国文学会におけ
る口頭発表に手を加えたものである。
（岡山県立倉敷腎陵高校教諭）
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